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フィリ ア
 April is National Poetry month in America. Many schools in America 

celebrate poetry month by teaching and having students write many 

different kinds of poems. A famous saying is “April shower brings May 

flower.” This means it rains a lot in April and the rain helps the flowers to grow in May.   

Please share your favorite Japanese poems with me. Below is a children’s poem about spring 

that I found on the Internet.

　(http://kingedward.epsb.ca/spring/poetry.htm)

Good-Bye Winter

Good-bye winter, we wish you'd go away.

Good-bye snow, good-bye slush.

Good-bye puddles, good-bye snowsuits.

Good-bye cold wind!

Come back springtime, we wish you'd come to stay.

Come back grass! Come back flowers!

Come back birds! Come back swimsuits.

Come back warm sun!

　4 月はアメリカでは詩の月です。

　アメリカの多くの学校では、４月になると、生徒たちにいろんな詩を教えたり、書かせたりしてその

月をお祝いします。

　「4 月の雨は５月に花をもたらす。」などが有名です。これは、4 月には雨がたくさん降るけれど、そ

の雨が、5 月に花が成長するのを助けているのだという意味です。

　みなさんの好きな日本の詩は何ですか。ぜひ、私に教えてください。

　次に紹介するのは、私がインターネットで見つけた、子どもが書いた春についての詩です。

　（http://kingedward.epsb.ca/spring/poetry.htm）

ばいばい　冬

ばいばい　冬　早くいなくなってほしいなぁ

ばいばい　雪　ばいばい　雪どけ

ばいばい　水たまり　ばいばいスノーウェアー

ばいばい　冷たい風

おかえり 春 　ずっと戻ってきたほしかったんだ

おかえり 草 ！　おかえり 花 ！

おかえり 鳥 ！　おかえり 水着 ！

おかえり暖かい太陽 ！

平
成
20
年
度
仙
南
地
域
広
域
文
化
祭

第
25
回「
仙
南
長
持
唄
大
会
」in
七
ヶ
宿
町

　

３
月
８
日
、
活
性
化
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
第
25
回
仙
南
長
持
唄
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
約
４
５
０
名
の
観
客
が

仙
南
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
ほ
か
、
の

ど
自
慢
66
組
が
仙
南
長
持
唄
を
熱
唱

し
ま
し
た
。
ま
た
、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
前
に
は
山
中
七
ヶ
宿
太
鼓
保
存

会
「
源
流
」
に
よ
る
太
鼓
を
披
露
し
、

大
会
に
活
気
を
つ
け
ま
し
た
。
舞
踊

の
部
で
は
、
七
ヶ
宿
町
民
謡
民
舞
保

存
会
が
「
大
黒
舞
」・「
佐
渡
お
け
さ
」

を
披
露
し
、
会
場
か
ら
大
き
な
喝
采▲今大会優勝者　森さん（柴田町）

修
了
証
書
授
与

い
ろ
い
ろ
学
ん
だ
豊
齢
者
大
学
閉
校
式

　

３
月
23
日
、
活
性
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
豊
齢
者
大
学
の
閉
講
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

豊
齢
者
大
学
講
座
の
７
回
目
と
な
っ
た
当
日
は「
生
出
森
八
幡
神
社
付
属
神
楽
」

の
神
楽
師
に
よ
る
「
神
招
之
舞
」
の
ほ
か
の
「
５
幕
」
を
舞
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

五
穀
豊
穣
や
悪
魔
払
い
の
舞
な
ど
、
実
際
に
観
る
神

楽
の
舞
に
皆
さ
ん
が
感
動
を
し
て
い
ま
し
た
。
講
演

後
の
閉
校
式
で
は
皆
勤
の
受
講
生
が
代
表
で
修
了
証

書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
一
年
を
振
り
返
っ
て
の
思
い
出
話
を
し

な
が
ら
の
お
楽
し
み
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

80
名
で
は
じ
ま
っ
た
今
年
度
の
豊
齢
者
大
学
で
し

た
が
、
充
実
し
た
内
容
に
ぜ
ひ
、
来
年
度
も
参
加
を

し
た
い
と
の
事
で
し
た
。

少
年
の
船
に
乗
ろ
う
！

洞
窟
原
生
林
探
検
！

富
士
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
！

　

平
成
21
年
度「
宮
城
県
少
年
の
船
」

事
業
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
研
修
概
要
】

　

事
前
研
修
、
訪
問
地
研
修
、
事
後

研
修
を
通
し
、
少
年
リ
ー
ダ
ー
を
育

成
し
ま
す
。

◆
事
前
研
修

○
日
程　

７
月
18
日
（
土
）

～
20
日
（
祝
）

○
場
所　

蔵
王
自
然
の
家

を
受
け
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
大
会
の
入
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

優　

勝　

森　
　
　

守
さ
ん（
柴
田
町
）

準
優
勝　

髙
橋　
　

弘
さ
ん（
柴
田
町
）

第
３
位　

庄
司
と
よ
子
さ
ん（
角
田
市
）

第
４
位　

八
島　

隆
一
さ
ん（
丸
森
町
）

第
５
位　

鈴
木
と
み
子
さ
ん（
角
田
市
）

◆
訪
問
地
研
修

○
日
程　

７
月
30
日
（
木
）

～
８
月
３
日
（
月
）　

○
場
所　

富
士
市
周
辺

◆
事
後
研
修

○
日
程　

８
月
22
日
（
土
）

○
場
所　

宮
城
大
学

【
応
募
資
格
】

◆
一
般
団
員 

○
県
内
の
小
学
５
・
６
年
生
及
び
中

学
１
・
２
年
生
の
男
女

○
募
集
人
員

　

小
学
生
２
２
０
人

　

中
学
生
30
人

○
参
加
負
担
金　

６
０
，
０
０
０
円

◆
組
リ
ー
ダ
ー 

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
積
極
的
に
参
加

し
て
い
る
か
、
今
後
取
り
組
む
意

欲
の
あ
る
健
康
な
高
校
生
、
専
門

学
校
生
等

○
募
集
人
員　

20
人

○
参
加
負
担
金

　

無
し
（
自
宅
か
ら
集
合
場
所
ま
で

の
交
通
費
は
本
人
負
担
）

◆
募
集
期
限

　

４
月
30
日（
木
）（
当
日
消
印
有
効
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

◆
〒
９
８
０

－

８
５
７
０

　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
８

－

１

　

宮
城
県
環
境
生
活
部
青
少
年
課

　

宮
城
県
少
年
の
船
実
行
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
２
２

－

２
１
１

－

２
５
５
８
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m
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「
ヨ
ガ
教
室
」好
評
に
応
え
21
年
度
も
開
催

　

４
月
か
ら
９
月
ま
で
、
月
１
回
で
６
回
「
ヨ
ガ
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。
20
年

度
に
も
開
催
し
ま
し
た
が
、
大
変
反
響
が
よ
く
、
女
性
の
方
は
も
と
よ
り
男
性
参

加
者
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

申
込
書
を
各
戸
に
配
布
し
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

期　
　

日　
　

４
月
21
日
（
火
）・
５
月
12
日
（
火
）　

　
　
　
　
　
　

６
月
９
日
（
火
）・
７
月
14
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

８
月
11
日
（
火
）・
９
月
８
日
（
火
）

時　
　

間　
　

18
時
30
分
～
20
時
00
分

場　
　

所　
　

活
性
化
セ
ン
タ
ー　

ホ
ー
ル

参

加

費　
　

６
回
参
加
を
基
本
に
３
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

（
体
験
コ
ー
ス

：

１
回
８
０
０
円
）

定　
　

員　
　

40
名

申
込
締
切　
　

４
月
10
日
（
金
）


